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自治会事務局(第２自治会館) 業務時間 平日 ９時～１６時 土曜 ９時～１２時 日・祝日-休館

「
班
長
会
」
書
面
表
決
で
開
催

10
月
17
日
（
日
）
の
「
班
長
会
」
を

臨
時
総
会
と
し
て
開
催
し
ま
す
。
緊
急

事
態
宣
言
は
解
除
さ
れ
ま
し
た
が
、
班

長
会
の
構
成
員
が
約
３
０
０
名
と
多
い

こ
と
か
ら
、
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
の
た
め
、

臨
時
総
会
資
料
を
10
月
役
員
会
後
に
、

理
事
か
ら
新
班
長
に
配
布
し
書
面
表
決

と
し
ま
す
。

内
容
確
認
後
、
表
決
書
に
署
名
し
て

い
た
だ
き
、
10
月
29
日
ま
で
に
事
務
局

に
提
出
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。
「
賛
成
」
が
過
半
数
と
な
れ
ば
、

議
案
の
成
立
と
し
ま
す
。

臨
時
総
会
議
案

報
告
事
項

・
上
期
事
業
報
告

・
中
間
決
算
報
告

議
案
事
項

・
自
治
会
会
則
等
の
改
正

・
補
正
予
算

・
下
期
事
業
計
画

清
和
台
自
治
会

設
立
50
周
年
記
念
事
業

実
行
委
員
会

今
年
度
、
自
治
会
設
立
50
周
年
を
迎

え
る
に
当
た
り
、
記
念
事
業
を
鋭
意
検

討
し
て
き
ま
し
た
。

会
員
の
皆
さ
ん
へ
の
還
元
を
考
慮
し
、

次
の
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

〇
記
念
品
の
配
布

「
清
和
台
自
治
会
50
周
年
記
念
」

と
刻
印
し
た
ボ
ー
ル
ペ
ン

○
商
品
券
の
配
布

ト
ナ
リ
エ
商
品
券

○
暮
ら
し
の
ガ
イ
ド
の
配
布

平
成
26
年
発
行
の
冊
子
「
清
和

台
」
に
準
じ
た
構
成
と
し
、
個
人

情
報
に
関
す
る
内
容
、
例
え
ば
個

人
名
の
記
載
さ
れ
た
地
図
、
会
員

名
簿
は
掲
載
し
ま
せ
ん
。
生
活
に

必
要
な
情
報
を
提
供
し
ま
す
。

会
員
の
皆
さ
ん
へ
の
お
届
け
は
11
月

中
旬
か
ら
12
月
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
記
念
式
典
は
実
施
し
ま
せ
ん
。

「
赤
い
羽
根
共
同
募
金

歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
」

ご
協
力
の
お
願
い

福
祉
・
保
健
部

自
治
会
で
は
、
理
事
・
班
長
さ
ん
の

負
担
軽
減
の
た
め
、
今
回
、
赤
い
羽
根

共
同
募
金
お
よ
び
歳
末
助
け
合
い
募
金

を
、
同
時
に
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

募
金
は
、
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
ま
ち
づ
く
り
に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。

皆
さ
ん
の
温
か
い
ご
支
援
、
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

秋
の
ハ
イ
キ
ン
グ

中
止
の
お
知
ら
せ体

育
部

11
月
に
予
定
し
て
い
ま
し
た
が
、
コ

ロ
ナ
感
染
防
止
の
た
め
、
中
止
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

楽
し
み
に
さ
れ
て
い
た
方
に
は
申
し

訳
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ご
理
解
お
願
い
し

す
。

愛する心をつないで 誇れるまちにしよう



♳ 　11月度 資源回収カレンダー

新聞紙・雑紙・ダンボール・アルミ缶・衣類

回収日

Ａ 西１、西２-１・４・５・６ ４・18日

Ｂ1 西２-２・３・７、西３ 12・26日

Ｂ2 西４、西５ ５・19日

Ｃ 東１、東２-３・４ ８・22日

D 東２-１・２、東３ 13・27日

Ｅ 東４、東５ ６・20日

Ｆ 住宅団地、石道、ライオンズM 12・26日

　※ 市の回収日ではなく、自治会の回収日に

　　 集積場所に出してください

ブロック・地番名

◎
９
月
度
役
員
会
中
止
に
よ
り
部
長
会

（
９
月
11
日
）
の
議
題
報
告
事
項
を

記
載
し
ま
す
。

［
議
題
報
告
事
項
］

・
10
月
度
部
長
会
は
10
月
９
日
開
催
、

役
員
会
は
17
日
に
開
催
予
定
（
衆
議

院
選
挙
の
投
票
日
が
17
日
に
な
れ
ば

24
日
に
順
延
）

・
10
月
17
日
予
定
の
班
長
会
（
臨
時
総

会
）
は
書
面
表
決
と
す
る

・
50
周
年
記
念
事
業

（
１
面
参
照
）

・
ブ
ロ
ッ
ク
・
班
の
再
編

自
治
会
で
定
め
る
一
般
会
員
数
の
基

準
を
外
れ
る
箇
所
に
つ
い
て
再
編
の

検
討
を
進
め
る

・
自
主
防
災
会
に
お
け
る
無
線
機
器
の

購
入
予
定

災
害
時
の
対
策
本
部
と
、
避
難
所
等

の
情
報
連
絡
手
段
の
確
保
の
た
め

清
和
台
地
域
全
体
を
対
象
に
、
親
機

と
子
機
の
交
信
試
験
を
９
月
に
実
施

［
各
部
報
告
］

〈
総
務
部
〉

・
８
月
度
部
長
会

会
場
準
備
、
議
事

録
作
成

〈
広
報
部
〉

「
せ
い
わ
だ
い
に
ゅ
～
す
」

３
１
０
号
発
行
、
Ｈ
Ｐ
ア
ッ
プ

〈
環
境
部
〉

・
各
公
園
管
理
に
つ
い
て

ヒ
ゼ
ン
コ
公
園
…
風
雨
で
木
の
枝
が

折
れ
垂
れ
下
が
っ
て
い
る

猪
名
川
渓
谷
公
園
…
全
体
に
雑
草
が

生
い
茂
っ
て
い
る

四
季
の
小
径
公
園
…
雑
草
が
生
い
茂

り
、
た
ば
こ
の
吸
い
殻
も
散
見

中
央
公
園
…
自
販
機
周
辺
に
ゴ
ミ
散

乱(
弁
当
プ
ラ
容
器
、
花
火
ゴ
ミ
等)

以
上
は
市
公
園
緑
地
課
と
自
治
会
草

刈
隊
で
対
処
し
て
い
く

・
資
源
回
収
事
業

８
月
度

44
・
５
ト
ン

(
前
年
比
15
％
増)

〈
福
祉
・
保
健
部
〉

・
慶
弔
関
係

新
生
児
誕
生

１
件

お
悔
み

７
件

・
敬
老
の
お
祝
い

４
０
２
件

(

前
号
１
面
参
照)

〈
文
教
部
〉

・
横
断
幕
、
幟
の
点
検
異
常
な
し

〈
体
育
部
〉

・
秋
の
ハ
イ
キ
ン
グ
は
中
止
し
ま
す

〈
安
全
部
〉

・
防
犯
カ
メ
ラ
点
検
実
施

８
号
基(

清
和
台
入
口
Ｔ
字
路)

モ
ニ

タ
ー
表
示

経
年
劣
化
で
交
換
検
討

・
交
番
だ
よ
り

交
通(

人
身)

事
故

０
件

刑
法
犯

自
転
車
盗

１
件

(

ト
ナ
リ
エ
駐
輪
場

無
施
錠)

・
青
パ
ト
講
習
会

(

前
号
１
面
参
照)

〈
会
館
運
営
部
〉

・
各
会
館
の
点
検
実
施

第
１
自

和
室
障
子
破
れ
修
理

第
３
自

ホ
ー
ル
２
の
巾
木
剝
が
れ

(

業
者
依
頼

修
理
済)

第
４
自

窓
の
施
錠
忘
れ
多
い

利
用
者
に
注
意
喚
起

・
第
１
、
２
，
４
自
治
会
館
の
サ
ッ
シ

改
修
工
事

完
了

犬
の
フ
ン
害
問
題

清
和
台
で
は
犬
の
フ
ン
対
策
と
し
て

「
イ
エ
ロ
ー
チ
ョ
ー
ク
運
動
」
を
続
け

て
い
ま
す
が
、
現
在
フ
ン
の
放
置
に
よ

る
被
害
が
増
加
傾
向
に
あ
り
、
対
策
強

化
を
進
め
て
い
ま
す
。

イ
エ
ロ
ー
チ
ョ
ー
ク
運
動
に
ご
協
力

い
た
だ
け
る
方
は
、
第
２
自
治
会
館
事

務
局
ま
で
‼

せいわだいにゅ～す 令和３年１０月１０日（２）

新
入
会
員

９
月
度

１
名

愛
犬
家
は

マ
ナ
ー
を

守
り
ま
し
ょ
う



単位　kWh 単位　円

発電量 自家消費量 売電量 会館消費量 売電額

 H.30年度 11,959 1,281 10,669 3,510 287,018

 R.元年度 11,818 1,161 10,657 3,275 283,625

 R. 2年度 12,008 1,003 11,021 2,430 212,170

　令和２年11月から、売電価格が24円から8円に下がりました

　令和２年度 太陽光発電結果報告  第４自治会館

会館運営部

献
血
の
お
願
い

日

時

10
月
30
日
（
土
）

10
時
10
分
～
12
時

13
時
15
分
～
16
時

場

所

ト
ナ
リ
エ
清
和
台

水
路
側

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
血
液
が
不
足

し
て
ま
す
。

多
く
の
方
の
ご
協
力
お
願
い
し
ま

す
。

（３） せいわだいにゅ～す 令和３年１０月１０日

こ
ん
に
ち
は

あ
か
ち
ゃ
ん

(

敬
称
略
）

４
月

横
田

陽
向

東
２

ひ
な
た

７
月

山
内

悠
詩

東
５

ゆ
う
し

８
月

谷
森

颯
月

西
１

さ
つ
き

「
和
」
カ
フ
ェ

な
ご
み

日

時

10
月
17
日
（
日
）

13
時
30
分
～
15
時
30
分

場

所

第
１
自
治
会
館

日
頃
の
疲
れ
を
癒
し
に
来
ら
れ
ま

せ
ん
か
。
気
楽
に
お
越
し
く
だ
さ
い

さ
ん
り
ん
し
ゃ

日

時

11
月
10
日
（
水
）

10
時
～
11
時
30
分

場

所

第
３
自
治
会
館

内

容

ハ
ン
ド
メ
イ
ド

対

象

未
就
園
児
と
保
護
者

参
加
費
無
料

予
約
不
要

ふ
れ
あ
い
広
場

日

時

11
月
11
日
（
木
）

13
時
30
分
～
15
時

場

所

第
４
自
治
会
館

内

容

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
・

コ
パ
ン
演
奏
会

・
訂
正

10
月
は
フ
ラ
ダ
ン
ス
で
す

・
飲
物
は
、
各
自

ご
持
参
く
だ
さ
い

認
知
症
カ
フ
ェ

「
ひ
と
や
す
み
カ
フ
ェ
」

の
ご
案
内

日

時

10
月
27
日
（
水
）

13
時
30
分
～
15
時

場

所

ト
ナ
リ
エ
清
和
台
２
階

「
ｃ
ａ
ｆ
ｅ

m
u
k
u

」

内

容

ウ
ク
レ
レ
演
奏

参
加
費

１
０
０
円

「
フ
レ
ー
バ
テ
ィ
、
ス
イ
ー
ツ
付
」

※
い
ず
れ
の
事
業
も
コ
ロ
ナ
感
染

予
防
に
は
、
十
分
配
慮
し
て
い

ま
す

く
ら
し
の
相
談
窓
口
「
こ
こ
ろ
」

第
２
自
治
会
館
内

Ｔ
Ｅ
Ｌ

７
９
９
‐
２
９
４
０

フ

ク

シ

マ

ル

Ｆ
Ａ
Ｘ

７
９
９
‐
２
９
４
１

福

祉

だ

よ

り

手をつなぎ こころ育てる 福祉の輪・話・和
わ わ わ



自

供 配

食

返 家

実

せいわだいにゅ～す 令和３年１０月１０日（４）

六

赤
松
小
学
校

奈
良
市

小
学
校
を
卒
業
す
る
ま
で
に
９
度
の
転
居
が

あ
っ
た
私
に
は
故
郷
と
言
え
る
場
所
が
思
い
当

た
ら
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
と
土
地
に
馴
染
む
の

が
精
一
杯
だ
っ
た
記
憶
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

居
住
し
た
場
所
と
時
期
を
列
記
し
ま
す
と

①
昭
和
14
年
２
月

兵
庫
県
精
道
村
芦
屋
に
生

誕

②
昭
和
15
年
５
月

北
支
那
・
青
島
市
湖
南
路

③
昭
和
16
年
1
月

北
支
那
・
済
南
市
経
三
路

④
昭
和
18
年
２
月

北
支
那
・
北
京
市
北
長
街

（
昭
和
21
年
２
月

母
親
が
逝
去
）

⑤
昭
和
21
年
４
月

奈
良
市
三
条
町

⑥
昭
和
21
年
６
月

大
阪
市
淀
川
区
姫
島

⑦
昭
和
22
年
５
月

西
宮
市
甲
子
園

⑧
昭
和
23
年
４
月

香
川
県
高
松
市

（
昭
和
24
年
３
月

父
親
が
逝
去
）

⑨
昭
和
24
年
３
月

奈
良
市
三
条
町

⑩
昭
和
25
年
９
月

奈
良
市
富
雄
二
名
町

以
上
が
転
居
歴
で
す
が
３
度
住
ん
だ
こ
と
が
あ

り
、
母
親
の
生
ま
れ
故
郷
で
あ
る
奈
良
市
を
故

郷
と
し
て
紹
介
し
ま
す
。

古
都
奈
良
は
よ
く
ご
存
知
で
し
ょ
う
が
、
母

親
の
実
家
は
春
日
大
社
近
く
の
参
道
で
休
憩
所

「
白
藤
の
滝
茶
屋
」
と
若
草
山
の
麓
で
お
土
産

屋
「
杉
本
物
産
」
を
営
ん
で
お
り
、
参
詣
者
・

観
光
客
の
憩
い
の
場
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

私
が
体
験
し
た
中
で
特
に
印
象
に
残
っ
た
３
ヵ

所
を
紹
介
し
ま
す
。

【
若
草
山
の
山
焼
き
】
は
山
全
体
が
野
芝
と
す

す
き
に
覆
わ
れ
年
に
1
度
（
1
月
の
夕
方
）
焼

か
れ
る
風
景
は
壮
観
で
す
。

【
奈
良
ホ
テ
ル
】
は
明
治

24
年
「
関
西
の
迎
賓
館
」

と
し
て
誕
生
、
桃
山
御
殿

風
檜
つ
く
り
で
伝
統
が
あ

り
ま
す
。

【
菊
水
楼
】
は
明
治
24
年
に

創
業
、
有
形
文
化
財
に
指
定

さ
れ
た
木
造
建
築
と
し
て
歴

史
が
あ
り
、
懐
石
料
理
も
な

か
な
か
の
も
の
で
す
。

西
１

福
島

武

私

の

故

郷

ち
ょ
っ
と

ブ
レ
ー
ク

→の方向に読むと二字熟語が

できるよう□に共通の漢字を入

れましょう。

16の漢字から４つ選んで、四字熟語を作

りましょう。正しい四字熟語はひとつしか

できません。


